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１．会社概要

２．メタノールの大気への排出量削減

本日ご紹介する内容



大正８年１２月

売上高 ２９３億円
経常利益 ３１億円

酸化チタン、界面活性剤、各種硫酸、
リン酸塩その他化学工業薬品の製造販売

☆ 設立年月

☆ 事業内容

☆ 平成２４年３月期決算

テイカ株式会社概要

５９０名（内 大阪工場１４０名）

☆ 従業員数
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東京支店

岡山工場／岡山研究所・熊山工場
・長船分工場

本社, 大阪工場／大阪研究所

事業所概要
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大 阪 工 場 ⽴ 地 概 要

テイカ(株)
大阪工場

ＪＲ大正駅



大 阪 工 場 製 品 案 内

硫 酸硫 酸 産業の未来を支える、基礎原料

界面活性剤界面活性剤 暮らしに息づく、泡の化学

リン酸塩化合物リン酸塩化合物 地球環境に配慮した製品



１．会社概要

２．メタノールの大気への排出量削減

本日ご紹介する内容



反 応 槽

メタノールの大気への排出

②中和剤

①アルキルベンゼンスルホン酸＋メタノール 混合液

メタノールガス
７９．１ｋｇ／バッチ生産

削減検討
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メタノール使用製造施設 ①
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メタノール使用製造施設 ②

内部目視確認

メタノールガス発生
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メタノールガス回収設備

冷
却
熱
交
換
器
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排ガス分析測定孔

12



排ガス測定方法

１．排ガス流量（ｍ３Ｎ／Ｈ） ２回測定

２．中和反応開始から終了まで、
定期的にガス検知管でメタノール濃度を測定

３．排ガス流量平均値及び
メタノール濃度最大値から排出量算出



削 減 対 策

平成１９年度【基準年度】排出量７９．１ｋｇ／バッチ生産

平成２０年度【計画初年度】

・排ガスブロアー運転管理見直し

平成２２年度【中間目標年度】

・中和反応温度上昇抑制

平成２４年度【目標年度】排出量１３ｋｇ／バッチ生産（６６．１ｋｇ↓）

・冷却熱交換器の定期清掃
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平成２０年度【計画初年度】対策

排ガスブロアー運転管理見直し

ブロアー能力と臭気感度の関係
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４０Ｈｚでも問題なし
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作業環境測定結果
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中和反応温度上昇抑制

平成２２年度【中間目標年度】対策

中和反応時、反応槽ジャケットに冷却水使用

一年を通じての反応液温度一定管理
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冷却熱交換器の定期清掃

平成２４年度【目標年度】対策

冷却熱交換器（メタノールガス回収設備）内に
中和剤堆積

定期修理時に洗浄

熱交換率の低下の恐れ
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削 減 結 果

平成１９年度【基準年度】排出量７９．１ｋｇ／バッチ生産

平成２０年度【計画初年度】

・排ガスブロアー運転管理見直し １５．５４ｋｇ（６３．５６ｋｇ↓）

平成２２年度【中間目標年度】

・中和反応温度上昇抑制 １８．６ｋｇ（６０．５ｋｇ↓）

平成２４年度【目標年度】排出量１３ｋｇ／バッチ生産（６６．１ｋｇ↓）

・冷却熱交換器の定期清掃 １７．６６ｋｇ（６１．４４ｋｇ↓）
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メタノールの大気への排出量結果
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今 後 の 対 応

１．今回の対策についての継続実施

２．更なる排出ガス量削減対策の検討

３．ＶＯＣを取り扱う社員への教育強化
【化学物質の適正管理強化】
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